
【
漢
検
漢
字
文
化
研
究
奨
励
賞
】
優
秀
賞 

和
漢
聯
句
専
門
韻
書
の
利
用
実
態 

国
立
国
語
研
究
所
非
常
勤
研
究
員 

康 

凱
欣  

は
じ
め
に 

古
辞
書
は
、
そ
の
成
立
に
際
し
て
何
ら
か
の
目
的
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
利

用
に
お
い
て
は
、
編
纂
時
の
目
的
に
即
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
想
定
通
り
に
用
い

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
点
は
現
代
辞
書
に
も
共
通
し
て
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、
特
に
古
辞
書

の
場
合
、
書
写
を
通
じ
て
継
承
さ
れ
る
過
程
で
、
利
用
目
的
に
応
じ
た
ア
レ
ン
ジ
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
、
現
代
の
辞
書
に
は
み
ら
れ
な
い
特
性
を
有
す
る
。
こ
の
た
め
、
古
辞
書
の
性
格
を
把
握
す

る
に
は
、
単
に
テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
考
察
す
る
だ
け
で
な
く
、
利
用
実
態
や
改
編
過
程
の
検
討
を
通
じ
て
、

内
容
上
の
性
格
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。 

本
稿
が
対
象
と
す
る
和
製
韻
書
一

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
古
辞
書
は
、
押
韻
や
平
仄
調
律
等
が
強
く
要
求

さ
れ
る
韻
文
創
作
を
背
景
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
た
め
、
実
作
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
そ

の
利
用
実
態
が
比
較
的
把
握
し
や
す
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
日
本

語
学
の
領
域
で
は
、
韻
書
は
漢
字
音
研
究
の
立
場
や
、
古
辞
書
研
究
に
お
け
る
系
統
研
究
や
出
典
研
究
の

立
場
か
ら
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
利
用
実
態
の
解
明
は
、
し
ば
し
ば
棚
上
げ
に
さ
れ
て
き
て
し
ま

っ
た
。 

稿
者
は
こ
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
き
、
実
際
に
作
ら
れ
た
韻
文
作
品
と
の
関
連
を
重
要
視
し
つ
つ
、
中

世
和
製
韻
書
の
性
格
や
伝
承
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
目
標
の
下
、
本
稿
で
は
、
序
文

の
記
述
か
ら
、
和
漢
聯
句
に
資
す
る
と
い
う
明
確
な
目
的
を
基
に
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
所
謂

「
和
漢
聯
句
の
専
門
韻
書
」
に
着
目
し
、
現
存
す
る
和
漢
聯
句
作
品
に
お
け
る
押
韻
実
態
と
の
対
照
調
査

を
通
し
、
よ
り
多
角
的
な
観
点
で
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。 

具
体
的
に
は
、
専
門
韻
書
が
和
漢
聯
句
作
品
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
か
と
い
う
問
題
意
識
を
出

発
点
に
し
、
実
作
に
用
い
ら
れ
た
押
韻
字
を
専
門
韻
書
の
掲
出
韻
字
に
対
照
さ
せ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は

ま
ず
押
韻
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
と
し
、
そ
の
他
の
、
平
仄
調
整
や
対
偶
等
に
お
け
る
韻
書
の
働
き
に
つ

い
て
は
別
稿
で
扱
う
こ
と
に
し
た
い
。 

 

一 

和
漢
聯
句
の
韻
書 

和
漢
聯
句
は
、
漢
聯
句
と
連
歌
と
が
融
合
し
て
で
き
た
韻
文
で
あ
り
、
作
者
（
連
衆
と
も
い
う
）
を
交

替
し
な
が
ら
一
人
ず
つ
一
句
か
二
句
を
詠
む
、
座
の
文
芸
で
あ
る
。
ま
た
、
一
つ
の
作
品
で
百
句
を
続
け

る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
和
漢
聯
句
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
流
行
し
、
特
に
文
明
年
間
（
後
土
御

門
天
皇
）
及
び
、
後
陽
成
天
皇
の
在
位
中
・
譲
位
後
の
時
期
の
二
期
が
隆
盛
期
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

（
楊
二
〇
二
三
：
三
三
八
）
。 

和
漢
聯
句
を
細
分
化
す
る
と
、
発
句
（
第
一
句
目
）
が
和
句
、
脇
句
（
第
二
句
目
）
が
漢
句
で
あ
る
和

漢
聯
句
（
狭
義
）
と
、
発
句
が
漢
句
、
脇
句
が
和
句
で
あ
る
漢
和
聯
句
と
の
二
種
類
の
も
の
が
あ
る
。
そ

の
押
韻
規
則
に
つ
い
て
、
『
和
訓
押
韻
』
の
序
文
に
は
、 
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連
歌
（
和
句
）
を
発
句
（
第
一
句
目
）
と
し
て
漢
を
脇
句
（
第
二
句
目
）
と
す
。
こ
れ
を
入
韻
と
い

ふ
。
す
な
は
ち
一
韻
を
さ
だ
め
て
漢
句
ば
か
り
に
こ
れ
を
押
て
和
漢
聯
句
（
本
稿
が
い
う
「
和
漢
聯

句
（
狭
義
）
」
に
あ
た
る
）
と
な
づ
く
。
又
漢
句
を
破
題
（
第
一
句
目
）
と
し
て
脇
を
和
句
に
て
韻

字
を
定
む
。
お
な
じ
く
入
韻
と
云
。
す
な
は
ち
漢
和
聯
句
と
い
ふ
。
こ
れ
は
は
じ
め
の
下
句
和
に
て

し
か
も
韻
字
を
さ
だ
め
た
る
ゆ
へ
に
下
句
ご
と
に
韻
字
を
と
り
用
ふ
。
（
北
岡
本
二
ウ
〜
三
オ
、
濁

点
・
句
点
・
括
弧
内
は
稿
者
に
よ
る
） 

 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
の
場
合
に
は
、
漢
句
で
あ
る
脇
句
の
末
字
の
韻
を
も

っ
て
入
韻
し
、
以
下
偶
数
句
が
漢
句
で
あ
る
場
合
の
み
押
韻
す
る
。
一
方
で
、
そ
れ
よ
り
遅
く
出
現
し
た

漢
和
聯
句
の
場
合
に
は
、
漢
句
の
み
な
ら
ず
、
和
句
も
押
韻
す
る
よ
う
に
な
り
、
脇
句
の
和
句
に
韻
字
を

読
み
入
れ
た
う
え
で
、
以
下
和
漢
を
問
わ
ず
、
偶
数
句
で
あ
れ
ば
押
韻
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
現
存
作
品
か
ら
判
る
よ
う
に
、
偶
数
句
が
和
句
で
あ
る
場
合
、
句
の
最
後
に

現
れ
る
自
立
語
の
最
終
字
で
押
韻
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。 

以
下
、
実
作
例
を
示
し
な
が
ら
、
右
の
整
理
事
項
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
す
る
。 

 

【
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
】 

文
明
年
間
六
月
十
九
日
和
漢
百
韻
二 

 
 

 
 

1 
 

真
清
水
の
ま
し
涼
し
き
を
汲
手
哉 

 

賢
盛 

 
 

 
 

2 
 

結
氷
夏
簟
漪 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

蘭
坡 

 
 

 
 

3 
 

扇
声
無
六
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

天
隠 

 
 

 
 

4 
 

秋
よ
り
さ
き
に
を
け
る
白
露 

 
 

 

宗
勲 

 
 

 
 

5 
 

一
葉
も
や
野
山
の
色
を
急
く
ら
ん 

 

頼
宣 

 
 

 
 

6 
 

雲
間
に
ほ
そ
く
有
明
の
影 

 
 
 
 
 
 

 

祥
盛 

 
 

 
 

7 
 

隔
壁
虫
如
織 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

横
川 

 
 

 
 

8 
 

宿
亭
鷺
欲
糸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

霊
翰 

 
 

 
 

9 
 

し
つ
か
な
る
入
江
の
柳
打
靡
き 
 
 
 

賢
仲 

 
 

 
 

10 
 

な
み
と
雨
と
そ
舟
に
か
す
め
る 

 
 
 

栄
阿 

（
下
略
） 

 

和
漢
聯
句
（
狭
義
）
の
場
合
は
、
漢
句
の
み
末
字
に
押
韻
が
生
じ
る
。
右
例
に
お
い
て
、
第
２
句
目
と

第
８
句
目
の
末
に
示
さ
れ
る
「
漪
」
と
「
糸
」
は
、
等
し
く
支
韻
を
踏
ん
で
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
第
４
・

６
・
10
句
目
は
偶
数
句
で
あ
る
が
、
和
句
で
あ
る
た
め
、
押
韻
す
る
必
要
は
な
い
。 

 

【
漢
和
聯
句
】 

 
 
 

天
文
十
九
年
四
月
二
十
八
日
漢
和
聯
句
三 

1 
 

山
滴
先
梅
雨 

 
 

 
 

入
道
前
右
大
臣 

 

2 
 

雲
ま
す
ゞ
し
き
の
き
の
玉
垂 

 
 

3 
 

風
に
ゆ
く
螢
の
ひ
か
り
秋
み
え
て 

 
 

入
道
宮 

4 
 

あ
し
の
む
ら
〳
〵
よ
す
る
さ
ゞ
漪 

 
 

三
条
大
納
言 
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5 
 

送
夕
帰
帆
早 

 
 

 
 

以
高 

6 
 

趨
朝
歩
屧
遅 

 
 

 
 

仁
如 

7 
 

す
む
月
の
影
も
真
砂
の
露
の
庭 

 
 

按
察
中
納
言 

8 
 

霧
は
る
ゝ
夜
の
ほ
ど
ぞ
移
れ
る 

 
 

四
辻
中
納
言 

9 
 

明
わ
た
る
空
も
さ
だ
か
に
雁
な
き
て 

 

新
中
納
言 

10 
 

霜
白
菊
黄
時 

 
 

 
 

亀
年 

（
下
略
） 

 

漢
和
聯
句
の
場
合
は
、
前
述
の
通
り
脇
句
の
和
句
に
韻
字
を
読
み
入
れ
、
以
下
和
句
・
漢
句
を
問
わ
ず

同
じ
韻
目
の
韻
字
を
隔
句
末
に
用
い
、
押
韻
し
て
い
る
。
右
例
に
お
い
て
は
、
第
２
・
４
・
６
・
８
・
10

句
目
は
そ
れ
ぞ
れ
「
垂
」
「
漪
」
「
遅
」
「
移
」
「
時
」
を
も
っ
て
支
韻
に
押
韻
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
韻
事
に
直
接
に
資
し
た
文
献
と
し
て
は
、
十
四
世
紀
末
頃
の
も
の
と
し
て
洪
武
八
年
改
編
版

『
韻
府
群
玉
』
、
文
明
年
間
の
も
の
と
し
て
『
聚
分
韻
略
』
の
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
小
川
（
二
〇
〇
七
）
・

竹
島
（
二
〇
〇
九
）
と
朝
倉
（
一
九
六
七
）
等
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
和
漢
聯
句
の
普
及
・
発

展
に
つ
れ
て
、
右
の
よ
う
な
既
存
の
韻
書
以
外
に
、
よ
り
簡
便
に
利
用
で
き
る
専
門
韻
書
が
編
纂
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
専
門
韻
書
は
、
主
と
し
て
平
声
韻
目
を
収
録
し
、
さ
ら
に
音
訓
や
、
右
例
作
品
の
第
２

句
の
「
玉
垂
」
や
第
４
句
の
「
さ
ゞ
漪
」
の
よ
う
な
、
押
韻
字
を
最
終
字
に
お
く
熟
語
（
以
下
「
押
韻
熟

語
」
と
称
す
る
）
等
を
備
え
た
こ
と
で
、
和
漢
聯
句
の
場
に
お
い
て
、
参
考
書
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 

現
存
す
る
専
門
韻
書
の
う
ち
、
最
も
古
い
形
態
を
有
す
る
も
の
は
、
十
一
韻
目
を
有
す
る
『
和
訓
押
韻
』

で
あ
る
四

。
そ
の
後
に
成
立
し
た
専
門
韻
書
の
一
種
で
あ
る
『
漢
和
三
五
員
（
韻
）
』（
貞
享
三
年
刊
、
宇
都

宮
由
的
）
の
序
文
に
は
、「
和
訓
押
韻
に
誰
の
人
か
元
匀
を
加
て
十
二
韻
と
い
ひ
て
世
に
行
は
れ
侍
る
今
又

冬
灰
歌
の
三
の
韻
を
そ
へ
し
は
和
漢
に
用
へ
き
文
字
共
お
ほ
く
て
」（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
所
蔵
『
漢
和

三
五
韻
』
版
本
一
オ
）
と
あ
る
よ
う
に
、『
和
訓
押
韻
』
を
起
点
と
し
、
韻
目
の
追
加
を
経
て
、
十
二
・
十

五
韻
目
を
有
す
る
韻
書
が
順
に
成
立
し
た
。
そ
し
て
、
増
補
が
や
が
て
平
声
三
十
一
韻
目
に
全
面
的
に
広

が
り
、
三
十
一
韻
目
を
も
つ
『
和
語
略
韻
』
五

等
に
至
る
。
た
だ
し
、
前
述
し
た
『
韻
府
群
玉
』
及
び
『
聚

分
韻
略
』
と
は
異
な
り
、
管
見
の
限
り
で
は
専
門
韻
書
の
利
用
は
記
録
に
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、

実
際
に
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。 

 

二 

目
的
と
方
法 

 

二
、
一 

問
題
の
所
在 

専
門
韻
書
、
特
に
『
和
訓
押
韻
』
は
こ
れ
ま
で
先
学
に
よ
っ
て
、
成
立
時
期
、
推
定
作
者
や
諸
本
関
係

に
つ
い
て
は
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
実
際
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
棚
上
げ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
よ

り
具
体
的
に
い
え
ば
、
専
門
韻
書
は
、
こ
れ
ま
で
は
序
文
等
に
よ
り
、
漠
然
と
「
和
漢
聯
句
の
た
め
の
も

の
」
と
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、
和
漢
聯
句
の
場
に
お
い
て
、
果
た
し
て
実
際
に
利
用
さ
れ
た
か
、
も
し
利

用
さ
れ
た
場
合
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
、
ま
た
は
実
際
に
ど
の
よ
う
に
、
和
漢
聯
句
と
い
う

文
学
活
動
に
影
響
し
た
か
等
は
、
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。 

以
下
本
稿
で
は
、
和
漢
聯
句
の
現
存
作
品
を
用
い
、「
和
漢
聯
句
の
専
門
韻
書
」
と
い
う
従
来
の
認
識
の

内
実
を
、
実
証
的
な
手
法
で
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
問
い
を
念
頭
に
置
き
、

調
査
及
び
考
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 
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問 
専
門
韻
書
と
実
作
と
の
間
に
、
具
体
的
な
関
連
は
見
出
だ
せ
る
か
。 

―
―

 

見
出
だ
せ
る
場
合
、
そ
の
関
連
性
（
実
際
の
利
用
傾
向
）
は
如
何
な
る
も
の
か
。 

 

前
述
し
た
通
り
、
和
漢
聯
句
は
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
と
漢
和
聯
句
と
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
そ
の
下
位

に
、
押
韻
和
句
と
押
韻
漢
句
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
に
は
、
専
門
韻
書
の
利
用
傾
向
の
解
明
を

主
目
的
と
す
る
も
の
が
存
せ
ず
、
和
漢
を
問
わ
ず
に
押
韻
句
で
あ
れ
ば
、
均
等
に
用
い
ら
れ
た
の
か
、
そ

れ
と
も
何
か
し
ら
の
利
用
傾
向
が
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
は
、
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

専
門
韻
書
の
編
纂
目
的
は
、「
和
漢
聯
句
の
た
め
の
も
の
」
と
い
う
曖
昧
な
認
識
に
留
ま
っ
て
お
り
、
そ
の

よ
う
な
認
識
の
曖
昧
さ
が
後
続
研
究
に
さ
ら
な
る
不
確
実
性
を
招
く
の
で
あ
れ
ば
問
題
で
あ
る
。
以
下
、

先
行
研
究
を
示
し
つ
つ
、
具
体
的
に
述
べ
る
。 

専
門
韻
書
の
研
究
に
、
和
漢
聯
句
の
実
作
調
査
を
導
入
す
る
も
の
と
し
て
は
、
深
沢
（
一
九
九
六
）
が

先
駆
的
な
も
の
で
あ
る
。
氏
は
、
実
作
調
査
を
通
じ
、
諸
本
比
較
の
観
点
か
ら
、『
和
訓
押
韻
』
は
、
松
平

本
が
押
韻
実
例
に
近
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
を
基
に
、『
和
訓
押
韻
』
の
成
書
過
程
や
作
者
等

を
考
察
し
た
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
後
に
辜
（
二
〇
〇
六
）
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、
深
沢
氏
が
指
摘

し
た
『
和
訓
押
韻
』
諸
本
と
実
作
と
の
関
係
が
再
考
さ
れ
た
。 

し
か
し
、
両
者
は
同
様
の
問
題
意
識
を
共
有
し
、
実
作
に
お
け
る
押
韻
実
例
（
主
に
押
韻
字
及
び
押
韻

熟
語
）
を
専
門
韻
書
の
掲
出
字
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
一
致
率
を
調
査
す
る
と
い
う
同
様
な
手
法
を
採
用
し

な
が
ら
も
、
異
な
る
結
論
に
至
っ
た
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
調
査
対
象
と
方
針
の
相
違
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。 

深
沢
氏
は
、
押
韻
和
句
の
み
を
『
和
訓
押
韻
』
に
対
応
さ
せ
、
松
平
本

、
、
、
が
和
漢
聯
句
実
作
に
近
い
と
指

摘
し
た
の
に
対
し
、
辜
氏
は
押
韻
和
句
に
加
え
て
押
韻
漢
句
も
調
査
に
取
り
入
れ
、
一
部
の
作
品
で
は
、

松
平
本
で
は
な
く
、
北
岡
本

、
、
、
が
実
作
に
近
い
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
調
査
方
針
の
相
違
か
ら
も
読
み
取
れ

る
よ
う
に
、
深
沢
氏
は
、『
和
訓
押
韻
』
を
押
韻
漢
句
と
は
無
関
係
と
捉
え
、
辜
氏
は
異
な
る
立
場
を
取
っ

た
。
し
か
し
、
両
論
に
お
い
て
は
、
な
ぜ
か
か
る
調
査
方
針
を
採
用
し
た
の
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
調
査
の
前
提
と
い
っ
て
良
い
『
和
訓
押
韻
』
の
位
置
づ
け
及
び
利
用
傾
向
（
和
句
専
用
か
、
そ

れ
と
も
和
漢
両
用
か
）
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
殆
ど
検
討
さ
れ
ず
に
不
明
瞭
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の

不
明
瞭
さ
は
、
後
続
研
究
に
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
議
論
の
錯
綜
を
踏
ま
え
る
と
、
専
門
韻
書
を
研
究
に
利
用
す
る
に
先
立
っ
て
、

ま
ず
そ
の
性
格
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
い
え
ば
、『
和
訓
押

韻
』
及
び
そ
れ
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
韻
書
の
、
押
韻
和
句
と
押
韻
漢
句
と
の
関
係
は
そ
れ
ぞ
れ
如
何
な

る
も
の
か
を
、
推
測
に
留
ま
ら
ず
、
実
証
的
な
手
法
で
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

二
、
二 

本
稿
の
研
究
方
法 

和
漢
聯
句
作
品
を
調
査
す
る
に
あ
た
り
、
京
都
大
学
和
漢
聯
句
研
究
会
に
よ
っ
て
蒐
集
・
翻
刻
さ
れ
た

『
和
漢
聯
句
作
品
集
成
』
シ
リ
ー
ズ
を
用
い
る
。
近
年
、
京
都
大
学
和
漢
聯
句
研
究
会
に
よ
る
『
和
漢
聯

句
作
品
集
成
』
叢
書
が
続
々
と
上
梓
さ
れ
、
二
〇
二
二
年
に
『
曼
殊
院
蔵
和
漢
聯
句
作
品
集
成
』
が
公
開

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
室
町
期
及
び
慶
長
元
和
期
に
成
立
し
た
多
く
の
作
品
を
通
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。 
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以
上
を
調
査
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
実
作
に
お
け
る
専
門
韻
書
の
利
用
状
況
を
よ
り
全
面
的
且
つ
通

時
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
作
品
韻
目
・
入
韻
字
（
第
二
句
目
の
押
韻
字
）・
押

韻
熟
語
の
三
観
点
に
分
け
、
実
作
と
専
門
韻
書
と
の
比
較
調
査
を
行
う
。
分
析
に
際
し
て
は
、
和
漢
聯
句

（
狭
義
）
と
漢
和
聯
句
、
さ
ら
に
、
押
韻
和
句
と
押
韻
漢
句
、
と
い
う
二
つ
の
枠
組
み
に
沿
っ
て
、
専
門

韻
書
の
具
体
的
な
利
用
傾
向
を
特
定
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 三 

専
門
韻
書
利
用
実
態
の
調
査 

 

三
、
一 

作
品
韻
目 

本
項
で
は
、『
和
漢
聯
句
作
品
集
成
』
シ
リ
ー
ズ
を
基
に
、
室
町
期
か
ら
慶
長
元
和
期
ま
で
の
間
に
成
立

し
た
、
成
立
時
期
が
明
確
且
つ
押
韻
す
る
計
三
二
五
件
の
作
品
を
用
い
、
そ
れ
ら
の
所
用
韻
目
を
集
計
し
、

本
シ
リ
ー
ズ
の
時
期
区
分
に
沿
い
、
室
町
前
期
・
室
町
後
期
・
慶
長
元
和
期
に
分
け
、
さ
ら
に
和
漢
聯
句

（
狭
義
）
と
漢
和
聯
句
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
韻
目
の
使
用
回
数
を
集
計
す
る
。
そ
の
結
果
を
表
一
に

記
す
。 

ま
ず
室
町
前
期
を
検
討
す
る
。
こ
の
時
期
に
成
立
し
た
二
点
の
漢
和
聯
句
作
品
は
い
ず
れ
も
支
韻
を
採

っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
は
、
三
十
一
種
の
平
声
韻
目
の
う
ち
、
計
二
十
七
種
の
韻

目
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
表
一
か
ら
読
み
取
れ
る
。
当
代
に
お
い
て
は
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
は
、
量

的
な
面
で
積
極
的
に
催
さ
れ
た
の
み
で
な
く
、
韻
目
の
選
用
と
い
っ
た
面
か
ら
し
て
も
、
創
作
の
活
発
性

を
呈
し
て
い
る
。 

こ
の
こ
と
は
、
時
期
を
問
わ
ず
に
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
の
採
用
し
た
韻
目

は
、
計
三
十
種
に
も
上
り
、『
聚
分
韻
略
』
に
よ
れ
ば
掲
出
字
が
七
字
し
か
な
い
厳
凡
韻
を
除
き
、
全
て
の

平
声
韻
目
が
少
な
く
と
も
一
回
は
登
場
し
て
お
り
、
実
作
に
採
用
さ
れ
た
韻
目
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
非

常
に
豊
富
で
あ
る
。
一
方
で
、
漢
和
聯
句
作
品
に
お
い
て
は
、
去
声
韻
目
の
寘
韻
及
び
入
声
韻
目
の
屋
韻

を
用
い
た
計
二
点
の
作
品
を
除
け
ば
、
僅
か
十
種
の
平
声
韻
目
が
用
い
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
十
種

の
平
声
韻
目
を
使
用
回
数
降
順
で
具
体
的
に
示
す
と
、
支
韻
（
十
五
回
）
・
庚
韻
（
十
二
回
）
・
陽
韻
（
十

回
）・
先
韻
（
九
回
）・
東
韻
（
四
回
）・
尤
韻
（
四
回
）・
虞
韻
（
三
回
）・
真
韻
（
三
回
）・
侵
韻
（
一
回
）・

灰
韻
（
一
回
）
と
な
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

前
述
し
た
よ
う
に
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
と
漢
和
聯
句
は
、
具
体
的
な
押
韻
規
則
が
異
な
る
が
、
両
者

と
も
換
韻
せ
ず
に
、
一
貫
し
て
平
声
韻
を
用
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
つ
の
作
品
に
お
い
て

は
、
作
者
が
同
じ
韻
目
か
ら
選
び
出
さ
れ
た
韻
字
で
句
を
詠
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
つ

の
作
品
で
百
句
を
続
け
る
の
が
殆
ど
で
あ
り
、
漢
和
聯
句
の
場
合
、
偶
数
句
が
全
て
押
韻
す
る
た
め
、
利

用
韻
目
の
収
録
韻
字
が
五
十
字
以
上
あ
る
も
の
が
望
ま
し
い
。
一
方
で
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
の
場
合
、

偶
数
句
且
つ
漢
句
で
し
か
押
韻
せ
ず
、
本
稿
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
約
二
十
五
句
前
後
が
押
韻
句
に
な
る
た

め
、
韻
目
の
収
録
字
数
は
、
漢
和
聯
句
ほ
ど
必
要
と
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
収
録
字
数
の
観
点
か
ら
は
、

和
漢
聯
句
（
狭
義
）
の
韻
目
選
用
範
囲
は
漢
和
聯
句
よ
り
広
い
こ
と
と
な
る
。 

た
だ
し
、
『
聚
分
韻
略
』
に
は
五
十
字
以
上
を
掲
出
す
る
平
声
韻
目
が
二
十
四
種
あ
り
、
漢
和
聯
句
の

押
韻
に
十
分
提
供
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表
一
か
ら
判
る
よ
う
に
、
実
作
に
お
い
て
は
、
結
局
用
い

ら
れ
た
平
声
韻
目
が
十
種
に
固
ま
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
漢
和
聯
句
に
は
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
の

よ
う
な
幅
広
い
韻
目
の
利
用
は
な
さ
れ
ず
、
特
定
の
韻
目
に
選
択
範
囲
が
制
限
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。
な
ぜ
百
年
以
上
も
続
く
期
間
に
、
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
た
平
声
韻
目
が
、
支
韻
・
庚
韻
・
陽

韻
・
先
韻
・
東
韻
・
尤
韻
・
虞
韻
・
真
韻
・
侵
韻
・
灰
韻
の
十
種
に
限
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
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室町前期 作品成立時期 

寒 元 文 真 灰 佳 斉 虞 魚 微 支 江 冬 東 韻目 

7 1 2 7 5 3 7 6 4 2 3 2 5 10 作品数（和漢） 

- 2 - 作品数（漢和） 

計 咸 塩 侵 尤 蒸 青 庚 陽 歌 豪 肴 蕭 先  

122 1 1 1 9 4 5 13 7 2 3 1 3 8 

2 - 

室町後期 作品成立時期 

蕭 先 寒 元 文 真 灰 斉 虞 魚 支 江 冬 東 韻目 

3 11 13 2 1 7 2 3 - 5 5 1 2 3 作品数（和漢） 

- 5 - 1 - 2 - 8 - 1 作品数（漢和） 

計 寘 屋 侵 尤 青 庚 陽 麻 豪  

86 - 2 9 2 5 4 5 1 

31 1 1 - 2 - 6 4 - 

慶長元和 作品成立時期 

陽 歌 肴 蕭 先 寒 元 真 灰 佳 虞 支 冬 東 韻目 

4 1 1 1 2 4 4 3 4 1 1 2 4 5 作品数（和漢） 

6 - 4 - 3 - 1 5 - 3 作品数（漢和） 

計 寘 塩 覃 侵 尤 蒸 青 庚  

55 1 1 1 - 5 1 1 8 

31 - 1 2 - 6 

【
表
注
】 

１ 

「
和
漢
」
は
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
、
「
漢
和
」
は
漢
和
聯
句
を
指
す
。
以
下
同
様
。 

２ 

『
聚
分
韻
略
』
平
声
韻
目
順
に
デ
ー
タ
を
並
べ
た
が
、
作
品
を
有
さ
な
い
韻
目
は
表
一
で
は
示

さ
な
い
。
ま
た
、
平
声
以
外
の
韻
目
は
下
線
で
区
別
し
て
平
声
韻
目
後
に
並
べ
た
。 

３ 

一
般
的
に
は
、
一
つ
の
作
品
に
一
つ
の
韻
目
の
み
を
用
い
、
中
途
で
の
換
韻
は
殆
ど
行
わ
れ
な

い
が
、
室
町
前
期
に
、
真
韻
（
初
折
）・
青
韻
（
二
、
三
折
）・
先
韻
（
名
残
折
）
を
同
時
に
一
つ

の
作
品
に
用
い
る
も
の
（
文
明
十
七
年
九
月
七
日
和
漢
聯
句
「
花
よ
い
か
に
」
）
が
一
件
あ
る
。

集
計
に
際
し
て
は
、
こ
の
三
韻
目
を
そ
れ
ぞ
れ
の
韻
目
に
配
り
、
一
回
ず
つ
計
上
し
た
。 

 〔
表
一
〕
和
漢
聯
句
作
品
韻
目
調
査
結
果 
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こ
の
十
種
の
韻
目
の
共
通
点
を
考
え
る
上
で
目
を
引
く
の
が
、
そ
れ
ら
と
『
和
訓
押
韻
』
の
掲
出
韻
目

と
の
相
似
性
で
あ
る
。
表
二
に
示
す
よ
う
に
、
灰
韻
と
侵
韻
、
ま
た
仄
声
韻
目
の
屋
韻
と
寘
韻
の
利
用
が

一
回
ず
つ
あ
る
こ
と
を
除
い
て
、
残
り
の
八
種
の
韻
目
は
、『
和
訓
押
韻
』
に
お
け
る
計
十
一
種
の
掲
出
韻

目
と
極
め
て
高
い
一
致
度
を
呈
す
。 

表
二
か
ら
判
る
よ
う
に
、
成
立
時
期
が
大
き
く
隔
た
り
、
ま
た
連
衆
も
相
当
に
相
違
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
漢
和
聯
句
が
頻
用
し
た
作
品
韻
目
と
『
和
訓
押
韻
』
と
が
密
接
に
関
連
す
る
。『
和
訓
押
韻
』
の
推

定
成
立
時
期
（
注
四
を
参
照
）
を
考
慮
に
加
え
れ
ば
、
漢
和
聯
句
作
品
韻
目
が
一
定
の
選
用
範
囲
を
越
え

な
い
の
は
、
韻
目
及
び
押
韻
字
の
利
用
を
、
『
和
訓
押
韻
』
（
あ
る
い
は
そ
の
収
録
韻
目
と
高
度
に
類
似
す

る
類
本
）
に
極
度
に
依
拠
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

そ
れ
に
加
え
、『
和
訓
押
韻
』
の

成
立
後
に
は
、
元
韻
を
増
補
し
、

十
二
韻
目
を
収
録
し
た
『
韻
字
之

書
』
や
『
韻
字
記
』
、
冬
韻
・
灰
韻
・

歌
韻
を
添
え
十
五
韻
目
を
収
録

し
た
『
漢
和
三
五
韻
』
や
三
十
一

種
の
平
声
韻
目
を
全
て
収
録
し

た
『
和
語
略
韻
』
等
の
韻
書
は
編

纂
さ
れ
た
が
、
明
確
な
成
立
時
期

を
有
す
る
漢
和
聯
句
の
現
存
作

品
に
お
い
て
は
、
灰
韻
と
侵
韻
の

作
品
が
一
件
ず
つ
あ
る
こ
と
を

除
い
て
、
増
補
韻
目
の
利
用
は
み

ら
れ
ず
、
作
品
韻
目
か
ら
す
れ
ば
、

後
続
専
門
韻
書
の
影
響
は
殆
ど

確
認
さ
れ
な
い
。 

次
に
、『
和
訓
押
韻
』
に
掲
出
さ

れ
る
が
、
漢
和
聯
句
実
作
に
は
採

ら
れ
な
か
っ
た
寒
桓
韻
・
蕭
宵

韻
・
麻
韻
に
つ
い
て
み
る
。
和
漢

聯
句
（
狭
義
）
に
は
、
寒
韻
が
庚

韻
に
次
ぎ
、
最
も
頻
繁
に
用
い
ら

れ
る
韻
目
で
あ
り
、
計
二
十
四
回
採
用
さ
れ
た
の
に
対
し
、
漢
和
聯
句
に
は
一
回
も
採
用
さ
れ
な
い
こ
と

が
と
り
わ
け
注
目
に
値
す
る
。 

『
聚
分
韻
略
』
の
寒
韻
に
は
、
一
〇
七
字
を
掲
出
し
て
い
る
た
め
、
一
つ
の
漢
和
聯
句
に
お
け
る
五
十

字
の
韻
字
の
使
用
に
は
耐
え
る
掲
出
字
を
有
す
る
も
の
の
、
寒
韻
で
詠
ま
れ
る
漢
和
聯
句
の
作
品
は
、
今

第
十
一 

尤
韻 

第
十 

 

庚
韻 

第
九 

 

陽
韻 

第
八 

 

麻
韻 

 

第
七 

 

蕭
韻 

 

第
六 

 

先
韻 

第
五 

 

寒
韻 

第
四 

 

真
韻 

第
三 

 

虞
韻 

第
二 

 

支
韻 

第
一 

 

東
韻 

『
和
訓
押
韻
』
掲
出
韻
目 

四
件 

十
二
件 

十
件 

 
 

-
 

 
 

-
 九

件 

 
 

-
 三

件 

三
件 

十
五
件 

四
件 

漢
和
聯
句
作
品
数 

〔
表
二
〕
『
和
訓
押
韻
』
と
漢
和
聯
句
作
品
韻
目
の
対
照 

４ 
『
室
町
後
期
和
漢
聯
句
作
品
集
成
』
は
、
天
文
二
十
四
年
三
月
二
十
五
日
和
漢
千
句
の
第
七
を

真
韻
と
し
て
い
る
が
、
稿
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
作
品
の
押
韻
字
は
殆
ど
寘
韻
字
で
あ
る

た
め
、
表
一
で
は
、
こ
れ
を
寘
韻
の
作
品
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。 
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回
の
調
査
範
囲
内
で
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
『
和
訓
押
韻
』
に
お
い
て
、
寒
韻
の
掲
出
韻
字
数
が
、

十
一
種
の
韻
目
の
中
で
比
較
的
少
な
く
（
松
平
本
五
十
六
字
、
北
岡
本
五
十
八
字
、
龍
門
本
五
十
八
字
、

版
本
五
十
七
字
）
、
一
つ
の
漢
和
聯
句
作
品
の
五
十
字
の
韻
字
を
資
す
る
に
は
窮
屈
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
専
門
韻
書
に
掲
出
さ
れ
、
さ
ら
に
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
に
も

何
度
も
採
用
さ
れ
る
蕭
宵
韻
及
び
麻
韻
も
同
様
に
、『
聚
分
韻
略
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
二
八
字
と
九
十
六
字

が
掲
出
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、『
和
訓
押
韻
』
の
諸
本
に
お
い
て
は
、
掲
出
字
数
が
比
較
的
少
な
い
。
蕭
宵

韻
は
諸
本
平
均
で
六
十
四
字
、
麻
韻
は
諸
本
平
均
で
五
十
六
字
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
六

。 

 

本
項
を
ま
と
め
る
と
、
作
品
韻
目
の
観
点
か
ら
、
以
下
の
二
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

イ 

和
漢
聯
句
（
狭
義
）
の
所
用
韻
目
は
全
期
に
わ
た
り
多
様
で
あ
る
の
に
対
し
、
漢
和
聯
句
の
用

韻
は
あ
る
範
囲
を
出
な
い
傾
向
が
あ
る
。 

ロ 

漢
和
聯
句
の
作
品
韻
目
選
用
範
囲
は
、『
和
訓
押
韻
』
と
高
度
に
一
致
す
る
一
方
で
、
後
に
成
立

し
た
専
門
韻
書
に
お
け
る
増
補
韻
目
と
の
関
連
性
は
見
出
し
が
た
い
。 

  

三
、
二 

入
韻
字 

専
門
韻
書
に
は
、
各
韻
目
の
冒
頭
に
「
入
韻
字
」
と
い
う
部
門
が
設
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
和
漢
聯
句

の
入
韻
句
（
第
二
句
目
、
ま
た
は
第
唱
句
、
脇
句
と
い
う
）
の
た
め
の
部
門
で
あ
り
、
和
漢
聯
句
の
入
韻

に
相
応
し
い
、
代
表
的
な
韻
字
が
集
中
的
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
門
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

基
準
で
入
韻
字
を
選
び
出
し
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
典
拠
と
推
定
さ
れ
る
『
聚
分
韻
略
』
に
は
存
せ

ず
、
ま
た
他
辞
書
に
も
み
ら
れ
な
い
専
門
韻
書
の
独
創
的
部
門
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
部
門
に
着
目

し
た
先
行
研
究
は
殆
ど
存
せ
ず
、
そ
の
利
用
実
態
及
び
性
格
は
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
る
。 

本
項
で
は
こ
の
入
韻
字
部
門
を
用
い
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
と
漢
和
聯
句
に
分
け
、
実
作
の
第
二
句
目

に
用
い
ら
れ
た
韻
字
が
、
専
門
韻
書
に
提
唱
さ
れ
た
入
韻
字
と
ど
れ
ほ
ど
一
致
す
る
か
を
調
査
す
る
。
そ

し
て
、
専
門
韻
書
に
お
け
る
こ
の
特
殊
な
設
計
が
、
和
漢
聯
句
の
実
作
に
お
い
て
有
効
で
あ
っ
た
か
、
ま

た
ど
の
よ
う
に
働
い
た
か
を
検
討
し
た
う
え
で
、
専
門
韻
書
と
実
作
と
の
関
係
を
確
認
す
る
。 

本
項
の
調
査
で
は
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
と
漢
和
聯
句
の
作
品
を
ど
ち
ら
も
有
す
る
韻
目
に
調
査
範
囲

を
絞
っ
た
結
果
、
総
計
三
二
五
件
の
作
品
か
ら
、
計
二
一
一
件
の
作
品
を
得
た
。
さ
ら
に
、
『
和
訓
押
韻
』

に
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
韻
目
を
除
外
し
七

、
最
終
的
に
計
一
九
六
件
の
作
品
を
調
査
に
用
い
た
。
結
果
を
表

三
に
示
す
。 

表
三
で
は
、
作
品
の
入
韻
字
が
専
門
韻
書
の
入
韻
字
部
分
に
掲
出
さ
れ
る
作
品
数
を
「
入
韻
件
数
」
と

し
、
該
当
韻
目
の
作
品
総
数
を
「
総
件
数
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
専
門
韻
書
の
う
ち
、
入
韻
字
部
分
が
な

い
『
和
訓
押
韻
』
松
平
本
及
び
『
和
語
略
韻
』
に
つ
い
て
は
、
表
三
か
ら
除
外
し
た
。
な
お
、
十
一
韻
目

の
『
和
訓
押
韻
』
北
岡
本
・
龍
門
本
・
版
本
の
三
本
間
に
は
、
「
入
韻
件
数
」
の
差
異
が
全
く
な
い
た
め
、

表
三
で
は
諸
本
を
分
け
ず
に
結
果
を
示
す
。
同
様
に
、
十
二
韻
目
の
『
韻
字
之
書
』
と
『
韻
字
記
』
も
「
入

韻
件
数
」
の
差
異
が
な
い
た
め
、
一
括
し
て
結
果
を
示
す
。 

表
三
に
よ
り
、
庚
韻
及
び
『
漢
和
三
五
韻
』
の
支
韻
を
除
く
全
て
の
韻
目
に
お
い
て
、
漢
和
聯
句
実
作

に
用
い
ら
れ
る
入
韻
字
と
、
専
門
韻
書
に
掲
出
さ
れ
る
入
韻
字
と
の
一
致
率
は
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
を

上
回
る
。
さ
ら
に
、
東
韻
・
真
韻
・
陽
韻
・
尤
韻
の
四
韻
目
に
は
、
漢
和
聯
句
に
は
100
％
の
一
致
率
が
現

れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。 
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ま
た
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
、

入
韻
字
の
増
補
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
一
致
率
の
上
昇
（
庚
韻
・

東
韻
下
降
）
が
み
ら
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
一
致
率
の
上
昇
は
、

和
漢
聯
句
（
狭
義
）
の
み
に
認
め

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
全
体
的
な
上

昇
傾
向
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
最

終
的
に
は
支
韻
以
外
で
漢
和
聯
句

に
お
け
る
一
致
率
を
上
回
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。 

な
お
、
こ
の
よ
う
な
結
果
が
、

専
門
韻
書
が
実
作
に
影
響
を
与
え

た
こ
と
と
、
専
門
韻
書
が
実
作
に

影
響
さ
れ
、
実
作
か
ら
入
韻
字
実

例
を
ま
と
め
た
う
え
で
入
韻
字
部

分
を
設
け
た
こ
と
の
ど
ち
ら
に
起

因
す
る
か
は
、
現
段
階
で
は
論
定

し
が
た
い
。
し
か
し
、『
和
訓
押
韻
』

に
は
漢
和
聯
句
作
品
に
例
の
な
い

寒
桓
韻
・
蕭
宵
韻
・
麻
韻
も
、
韻
目

と
し
て
立
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
入

韻
字
部
分
ま
で
持
た
せ
た
こ
と
を

鑑
み
る
に
、
専
門
韻
書
（
或
い
は

そ
れ
ら
し
き
手
引
）
が
先
に
準
備

さ
れ
、
実
作
は
そ
れ
か
ら
影
響
を

受
け
た
と
す
る
方
向
で
考
え
た
方

が
よ
り
自
然
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

実
作
を
参
照
し
、
入
韻
字
の
増
補

を
行
っ
た
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ

る
た
め
、
結
論
付
け
る
に
は
さ
ら

な
る
考
察
を
要
す
る
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
総
じ
て
、
漢
和
聯
句
の

実
作
と
専
門
韻
書
と
は
、
よ
り
強

い
関
係
性
を
有
す
る
こ
と
が
確
実

で
あ
る
。 

 

一
方
で
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
は
、

専
門
韻
書
と
の
関
係
性
が
明
白
で

な
く
、
前
述
し
た
作
品
韻
目
に
関

す
る
調
査
結
果
と
同
様
に
、
入
韻

尤韻 庚韻 陽韻 先韻 真韻 虞韻 支韻 東韻 

 
和
漢 

漢
和 

和
漢 

漢
和 

和
漢 

漢
和 

和
漢 

漢
和 

和
漢 

漢
和 

和
漢 

漢
和 

和
漢 

漢
和 

和
漢 

漢
和 

12 4 25 11 8 10 8 8 9 3 1 2 5 11 14 4 入韻件数 
和
訓
押
韻 

23 4 26 12 15 10 20 9 17 3 7 3 10 15 18 4 総件数 

52% 100% 96% 92% 53% 100% 40% 89% 53% 100% 14% 67% 50% 73% 78% 100% 一致率 

12 4 25 11 8 10 13 8 9 3 1 2 5 11 14 4 入韻件数 
韻
字
之
書 

韻
字
記 

23 4 26 12 15 10 20 9 17 3 7 3 10 15 18 4 総件数 

52% 100% 96% 92% 53% 100% 65% 89% 53% 100% 14% 67% 50% 73% 78% 100% 一致率 

14 4 24 11 10 10 16 8 9 3 1 2 9 11 13 4 入韻件数 
漢
和
三
五
韻 

23 4 26 12 15 10 20 9 17 3 7 3 10 15 18 4 総件数 

61% 100% 92% 92% 67% 100% 80% 89% 53% 100% 14% 67% 90% 73% 72% 100% 一致率 

〔
表
三
〕
和
漢
聯
句
作
品
入
韻
字
調
査
結
果 
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字
の
選
用
に
お
い
て
も
、
漢
和
聯
句
よ
り
高
い
自
由
度
を
呈
し
て
い
る
。
特
に
そ
の
相
違
は
、
作
品
数
が

近
い
陽
韻
に
顕
著
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
の
場
合
、
虞
韻
の
よ
う
な
、
比
較
的
低
い
関

係
性
を
示
し
た
韻
目
も
あ
れ
ば
、
庚
韻
の
よ
う
な
非
常
に
強
い
関
係
性
を
示
し
た
韻
目
も
あ
り
、
調
査
結

果
か
ら
統
一
し
た
利
用
傾
向
は
見
出
し
が
た
い
。
な
お
、
庚
韻
に
お
け
る
極
め
て
高
い
一
致
率
に
関
し
て

は
、
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
最
も
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た
庚
韻
の
み
、
入
韻
字
の
提
示
を
含
む

韻
書
の
分
冊
の
よ
う
な
も
の
が
、
当
時
、
連
衆
の
手
元
に
あ
っ
た
か
と
も
想
像
さ
れ
る
が
、
な
お
厳
密
な

考
察
を
要
す
る
点
と
な
る
。 

 

本
項
を
ま
と
め
る
と
、
入
韻
字
の
観
点
か
ら
、
以
下
の
二
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 
 

ハ 

漢
和
聯
句
は
、
専
門
韻
書
と
の
よ
り
強
い
関
連
性
が
み
ら
れ
た
。 

 
 

ニ 

入
韻
字
の
増
補
に
よ
っ
て
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
と
専
門
韻
書
と
の
関
連
性
が
上
昇
す
る
が
、
結

果
的
に
そ
の
一
致
率
は
漢
和
聯
句
を
殆
ど
上
回
ら
な
い
。 

 

三
、
三 

押
韻
熟
語 

 
 

三
、
三
、
一 

調
査
方
法
と
対
象 

本
項
で
は
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
及
び
漢
和
聯
句
の
押
韻
箇
所
に
用
い
ら
れ
た
熟
語
が
、
専
門
韻
書
と

ど
れ
ほ
ど
一
致
す
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
通
じ
、
専
門
韻
書
と
実
作
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。

さ
ら
に
、
対
照
の
た
め
専
門
韻
書
の
主
要
典
拠
と
さ
れ
る
『
聚
分
韻
略
』
八

を
同
時
に
調
査
に
用
い
る
。
具

体
的
に
は
、
実
作
押
韻
句
に
お
け
る
押
韻
熟
語
（
押
韻
字
を
含
む
熟
語
）
と
、
専
門
韻
書
な
ら
び
に
『
聚

分
韻
略
』
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
熟
語
が
ど
れ
ほ
ど
一
致
す
る
か
を
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
と
漢
和
聯
句
、

ま
た
押
韻
和
句
と
押
韻
漢
句
に
分
け
て
調
査
す
る
。 

対
象
と
す
る
和
漢
聯
句
作
品
に
関
し
て
は
、
十
六
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
も
の
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と

と
す
る
。
和
漢
聯
句
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
前
掲
し
た
楊
（
二
〇
二
三
）
の
他
に
、
深
沢
氏
の
論
考
が
詳

し
い
。
深
沢
（
一
九
八
八
）
は
、
策
彦
周
良
以
降
、
和
漢
聯
句
は
隆
盛
の
条
件
が
整
い
つ
つ
あ
り
、
成
熟

の
時
を
迎
え
た
と
指
摘
し
、
続
く
深
沢
（
二
〇
〇
五
）
は
、
和
漢
聯
句
の
黄
金
時
代
を
後
陽
成
天
皇
の
在

位
時
代
、
特
に
桃
山
時
代
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
十
件
の
和
漢
聯
句
百
句
か
ら
な
る
「
和
漢
千
句
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
天
正
十
九
年
ま
で

は
、
和
漢
千
句
に
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
の
件
数
が
多
く
、
後
続
し
て
興
起
し
た
漢
和
聯
句
は
最
大
で
も
四

件
に
過
ぎ
な
い
が
、
天
正
十
九
年
か
ら
は
、
五
件
対
五
件
の
割
合
か
ら
な
っ
た
和
漢
千
句
が
現
れ
始
め
る
。

漢
和
聯
句
と
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
と
が
拮
抗
す
る
状
態
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
和
漢
聯
句
と
い
う
文

芸
は
、
成
熟
期
に
入
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。 

そ
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
『
和
訓
押
韻
』
は
実
作
と
の
関
係
が
よ
り
明
白
に
確
認
さ
れ
る
点
及
び
、

『
和
訓
押
韻
』
の
推
定
成
立
時
期
が
今
回
調
査
し
た
作
品
の
時
期
に
重
な
る
点
の
二
点
に
よ
り
、
専
門
韻

書
と
し
て
は
『
和
訓
押
韻
』
を
用
い
、
具
体
的
に
は
早
期
写
本
と
い
わ
れ
る
松
平
本
及
び
北
岡
本
を
参
照

す
る
九

。 

本
項
で
は
、
以
下
の
条
件
を
満
た
す
計
三
十
二
件
の
作
品
を
対
象
と
し
た
。
た
だ
し
、
十
六
世
紀
後
半

に
成
立
し
た
、
ま
と
ま
っ
た
作
品
が
現
存
し
な
い
場
合
、
時
期
的
に
近
い
作
品
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

和
漢
聯
句
（
狭
義
）
と
漢
和
聯
句
と
の
対
比
を
図
る
た
め
に
、
各
韻
目
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
二
件
の
作
品

を
選
定
し
調
査
に
用
い
た
。 

 

１ 

十
六
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
も
の 
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２ 

そ
の
作
品
の
韻
目
が
『
和
訓
押
韻
』
に
掲
出
さ
れ
る
も
の 

３ 
現
存
句
数
が
八
十
句
以
上
あ
り
、
さ
ら
に
句
番
及
び
作
者
が
定
か
で
あ
る
も
の 

 

〔
東
韻
〕 

① 

天
文
十
二
年
一
月
二
十
七
日
／
和
漢
「
匂
は
ず
は
」 

② 

天
正
十
七
年
十
一
月
十
八
日
／
漢
和
「
今
亡
寒
夜
夢
」
（
九
十
八
句
存
） 

③ 

文
禄
二
年
四
月
／
和
漢
千
句
・
第
九
・
和
漢
「
行
水
の
」 

④ 

慶
長
四
年
六
月
一
日
／
漢
和
「
滴
香
蓮
葉
雨
」 

〔
支
韻
〕 

⑤ 

天
文
二
十
三
年
十
月
／
和
漢
千
句
・
第
五
・
和
漢
「
う
つ
す
や
は
」 

⑥ 

天
文
二
十
四
年
二
月
二
日
／
和
漢
「
春
ゾ
ト
ハ
」 

⑦ 

弘
治
二
年
八
月
／
和
漢
千
句
・
第
五
・
漢
和
「
感
時
秋
苑
鹿
」 

⑧ 

永
禄
十
二
年
五
月
二
十
三
日
／
漢
和
「
梅
潦
欣
逢
月
」 

〔
虞
韻
〕 

⑨ 

大
永
七
年
十
月
十
日
／
和
漢
「
時
雨
つ
る
」
（
八
十
四
句
存
）
一
〇 

⑩ 

享
禄
三
年
二
月
十
七
日
／
和
漢
「
ゆ
く
雲
に
」
（
八
十
一
句
存
） 

⑪ 

天
文
二
十
三
年
十
月
／
和
漢
千
句
・
第
八
・
漢
和
「
晨
㬢
鴛
刷
翅
」 

⑫ 

天
正
十
九
年
五
月
／
和
漢
千
句
・
第
十
・
漢
和
「
凍
雨
山
微
雪
」 

〔
真
韻
〕 

⑬ 

天
文
二
十
三
年
十
月
／
和
漢
千
句
・
第
三
・
和
漢
「
う
す
ら
ひ
は
」 

⑭ 

弘
治
二
年
八
月
／
和
漢
千
句
・
第
七
・
和
漢
「
朝
霧
の
」 

⑮ 

慶
長
十
七
年
九
月
十
七
日
／
漢
和
「
菊
亦
停
車
愛
」 

⑯ 

元
和
九
年
三
月
日
未
詳
／
漢
和
「
雲
香
花
上
月
」
（
九
十
九
句
存
） 

〔
先
韻
〕 

⑰ 

弘
治
二
年
八
月
／
和
漢
千
句
・
第
十
・
和
漢
「
雲
や
し
る
」 

⑱ 

天
正
十
年
十
一
月
十
日
／
漢
和
「
暁
雨
遠
山
雪
」 

⑲ 

文
禄
二
年
四
月
／
和
漢
千
句
・
第
八
・
漢
和
「
月
只
旧
時
色
」 

⑳ 

文
禄
二
年
十
一
月
二
十
六
日
／
和
漢
「
霜
を
ふ
る
」 

〔
陽
韻
〕 

㉑ 

天
文
二
十
三
年
十
月
／
和
漢
千
句
・
第
二
・
漢
和
「
葉
落
階
舗
錦
」 

㉒ 

天
正
十
八
年
八
月
二
十
四
日
／
和
漢
「
末
の
露
」 

㉓ 

天
正
十
九
年
四
月
／
和
漢
千
句
・
第
八
・
和
漢
「
五
月
雨
は
」 

㉔ 

文
禄
二
年
四
月
／
和
漢
千
句
・
第
六
・
漢
和
「
孤
円
空
裏
月
」 

〔
庚
韻
〕 

㉕ 

天
文
二
十
三
年
一
月
二
十
九
日
／
和
漢
「
山
も
世
に
」 

㉖ 

天
文
二
十
三
年
十
月
／
和
漢
千
句
・
第
四
・
漢
和
「
青
松
霜
絢
白
」 

㉗ 

永
禄
七
年
二
月
二
日
／
和
漢
「
今
朝
は
露
」 

㉘ 

天
正
十
九
年
四
月
／
和
漢
千
句
・
第
三
・
漢
和
「
天
夏
月
秋
色
」 

〔
尤
韻
〕 

㉙ 

天
文
二
十
三
年
十
月
／
和
漢
千
句
・
第
九
・
漢
和
「
吟
聴
竹
窓
雪
」 

-17- 



㉚ 

弘
治
二
年
八
月
／
和
漢
千
句
・
第
二
・
和
漢
「
鳴
虫
も
」 

㉛ 
天
正
十
九
年
五
月
／
和
漢
千
句
・
第
八
・
漢
和
「
鳳
集
楓
丹
穴
」 

㉜ 

文
禄
二
年
四
月
／
和
漢
千
句
・
第
五
・
和
漢
「
初
音
に
も
」 

 

 

三
、
三
、
二 
結
果
と
分
析 

 

今
回
調
査
し
た
三
十
二
件
の
作
品
に
お
け
る
押
韻
熟
語
を
、
以
下
の
四
パ
タ
ー
ン
に
分
類
し
、
和
漢
聯

句
（
狭
義
）
と
漢
和
聯
句
、
ま
た
押
韻
和
句
と
押
韻
漢
句
に
分
け
つ
つ
、
次
に
そ
の
詳
細
を
記
す
。
所
在

は
、
作
品
番
号
の
丸
数
字
及
び
そ
の
下
に
あ
る
句
番
で
示
す
。 

 

【
パ
タ
ー
ン
一
】 

『
和
訓
押
韻
』
に
掲
出
さ
れ
、
『
聚
分
韻
略
』
に
は
掲
出
さ
れ
な
い
熟
語 

 
 

【
パ
タ
ー
ン
二
】 

『
聚
分
韻
略
』
に
掲
出
さ
れ
、
『
和
訓
押
韻
』
に
は
掲
出
さ
れ
な
い
熟
語 

 
 

【
パ
タ
ー
ン
三
】 

『
和
訓
押
韻
』
と
『
聚
分
韻
略
』
と
両
方
に
掲
出
さ
れ
る
熟
語 

【
パ
タ
ー
ン
四
】 

両
書
に
は
未
掲
出
だ
が
、
実
作
に
二
回
以
上
利
用
さ
れ
て
い
る
熟
語 

 

【
パ
タ
ー
ン
一
】 

〔
漢
和
・
和
句
〕
計
四
十
六
語 

②
２
下
か
ぜ
／
②
34
松
虫
／
②
48
う
す
霧
／
④
２
夕
風
／
④
34
河
霧
（
『
和
訓
押
韻
』
で
は
「
川

霧
」
）
／
⑦
72
無
為
／
⑦
20
⑧
44
道
芝
／
⑧
90
下
枝
／
⑪
20
⑫
82
村
蘆
・
む
ら
蘆
／
⑫
２
朝
烏

／
⑫
８
鴛
鳧
（
松
平
本
の
み
掲
出
）
／
⑫
10
菖
蒲
／
⑫
14
梅
壺
／
⑫
60
山
の
嶇
（
松
平
本
の
み

掲
出
）
／
⑮
68
⑯
74
番
峋
／
⑯
22
宮
人
／
⑯
40
難
波
津
／
⑯
94
か
た
鶉
（
「
片
鶉
」
で
松
平
本

の
み
掲
出
）
／
⑱
２
半
天
（
松
平
本
の
み
掲
出
）
／
⑱
64
し
ら
木
綿
／
⑲
52
中
川
／
⑲
70
か
た

縁
（
『
和
訓
押
韻
』
で
は
「
異
所
縁
」
で
掲
出
、
北
岡
本
に
「
カ
タ
ヨ
リ
」
と
訓
有
り
）
／
⑲
92
か

た
淵
（
松
平
本
の
み
掲
出
）
／
㉑
38
㉔
10
片
岡
・
か
た
岡
（
松
平
本
の
み
掲
出
）
／
㉑
66
女
郎
／

㉑
80
中
牆
（
北
岡
本
の
み
掲
出
）
／
㉑
100
新
嘗
／
㉔
38
鞠
の
場
（
松
平
本
の
み
掲
出
）
／
㉔
52

草
牆
（
松
平
本
の
み
掲
出
）
／
㉔
64
打
衣
箱
／
㉔
82
う
つ
り
香
（
松
平
本
の
み
掲
出
）
／
㉔
90
玉

章
／
㉔
92
ふ
る
郷
（
「
故
郷
」
で
松
平
本
の
み
掲
出
）
／
㉖
20
㉘
66
葛
城
／
㉖
26
日
傾
（
松
平
本

の
み
掲
出
）
／
㉖
30
浅
茅
生
／
㉖
84
家
桜
／
㉘
48
舟
横
（
松
平
本
の
み
掲
出
）
／
㉘
60
あ
か
棚

（
『
和
訓
押
韻
』
で
は
「
閼
伽
棚
」
）
／
㉘
62
月
澄
（
松
平
本
の
み
掲
出
）
／
㉘
76
く
る
ま
轟
（
「
車

轟
」
で
松
平
本
の
み
掲
出
）
／
㉘
92
宮
楹
／
㉙
８
㉛
60
村
萩
／
㉛
26
な
が
れ
洲
一
一

／
㉛
66
所
由

／
㉛
90
む
ら
鷗
（
松
平
本
の
み
掲
出
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔
漢
和
・
漢
句
〕
計
三
語 

⑲
64
涙
漣
／
㉑
48
煙
颺
（
松
平
本
の
み
掲
出
）
／
㉙
78
御
溝 

〔
和
漢
・
漢
句
〕
計
六
語 

⑥
16
子
規
（
松
平
本
の
み
掲
出
）
／
⑨
51
涙
珠
（
北
岡
本
の
み
掲
出
）
／
⑩
16
露
珠
／
㉕
44
三

更
／
㉗
54
長
庚
／
㉗
62
日
傾
（
松
平
本
の
み
掲
出
） 

 

【
パ
タ
ー
ン
二
】 

〔
漢
和
・
和
句
〕
計
一
語 

㉑
42
陰
陽 

〔
漢
和
・
漢
句
〕
計
八
語 
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④
36
韸
々
／
⑦
48
威
儀
／
⑦
60
孜
々
／
⑲
32
山
巓
／
⑲
60
蹁
躚
／
⑲
78
草
芊
々
／
⑲
90
嬋
娟

／
㉛
12
石
榴 

〔
和
漢
・
漢
句
〕
計
十
語 

⑤
86
蒺
蔾
／
⑨
47
錙
銖
／
⑩
81
騶
虞
／
⑬
８
水
浜
／
⑭
78
婚
姻
／
⑰
52
嬋
娟
／
㉓
28
頡
兼
頏

（
「
頡
頏
」
で
掲
出
）
／
㉓
58
棟
梁
（
「
梁
棟
」
で
掲
出
）
／
㉔
84
飛
颺
／
㉜
42
曲
鉤 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
パ
タ
ー
ン
三
】 

〔
漢
和
・
和
句
〕
計
六
語 

⑫
40
須
臾
／
⑲
10
杜
鵑
／
⑲
74
弓
弦
／
㉔
58
尋
常
（
『
和
訓
押
韻
』
は
松
平
本
の
み
掲
出
）
／
㉖

38
崢
嶸
（
『
和
訓
押
韻
』
は
松
平
本
の
み
掲
出
）
／
㉘
80
草
茎
（
『
和
訓
押
韻
』
は
松
平
本
の
み
掲

出
） 

〔
漢
和
・
漢
句
〕
計
二
語 

㉛
16
思
悠
々
（
『
和
訓
押
韻
』
は
松
平
本
の
み
に
「
思
悠
」
で
掲
出
）
／
㉑
68
彷
徨
（
『
和
訓
押
韻
』

は
松
平
本
の
み
掲
出
） 

〔
和
漢
・
漢
句
〕
計
一
語 

㉜
66
穿
窬
（
『
和
訓
押
韻
』
は
松
平
本
の
み
掲
出
） 

 

【
パ
タ
ー
ン
四
】 

〔
和
句
〕
計
二
語 

⑦
52
⑧
48
駒
に
笞
／
⑮
70
⑯
28
露
の
し
ら
珉 

〔
漢
句
〕
計
二
十
一
語 

②
88
③
76
西
東
／
①
100
④
66
重
瞳
／
①
74
②
94
対
楓
／
⑦
18
⑧
32
枕
欹
／
⑨
16
⑪
10
有
不

時
需
／
⑰
32
⑳
84
睎
淵
／
㉑
82
㉒
100
未
央
／
㉑
94
㉓
80
昏
黄
／
㉑
10
㉔
50
顚
狂
／
㉒
44
㉔

14
断
腸
／
㉗
40
㉘
34
帆
軽
／
㉖
18
㉗
44
難
成
／
㉖
４
㉗
26
有
声
／
㉕
82
㉗
80
有
誰
争
／
㉕

80
㉖
10
旅
程
／
㉖
82
㉗
64
恨
不
平
／
㉙
24
㉜
98
不
自
由
／
㉚
78
㉜
90
度
劉
／
㉙
34
㉚
100
㉛

50
凝
眸
／
㉚
94
㉛
76
露
稠
／
㉙
14
㉜
２
好
逑 

〔
和
漢
両
用
〕
計
四
語 

月
円
（
⑱
26
「
鰥
閨
奈
月
円
」・
⑲
42
「
軒
端
に
春
の
月
円
な
り
」
）
／
春
日
長
・
日
長
（
㉑
22
「
吟

遊
春
日
長
」・
㉔
40
「
弥
生
く
は
ゝ
る
空
の
日
長
さ
」
）
／
虫
鳴
（
㉕
48
「
機
職
以
虫
鳴
」・
㉖
92

「
暮
て
ほ
の
か
に
虫
は
鳴
也
」
）
／
遠
流
（
㉙
38
「
風
の
玉
藻
ぞ
遠
く
流
る
ゝ
」・
㉚
26
「
蘭
橈
擲

遠
流
」
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

右
記
内
容
を
数
字
に
ま
と
め
て
表
に
す
る
と
、
次
の
表
四
の
よ
う
に
な
る
。
以
下
で
は
、
表
四
に
示
し

た
調
査
結
果
を
、
押
韻
和
句
・
押
韻
漢
句
・
和
漢
両
用
に
分
け
て
全
体
的
な
傾
向
を
み
る
。 

ま
ず
、
押
韻
和
句
に
用
い
ら
れ
る
熟
語
の
う
ち
、『
和
訓
押
韻
』
に
含
ま
れ
る
も
の
（
パ
タ
ー
ン
一
・
三
）

は
計
五
十
二
語
に
上
る
の
に
対
し
、
含
ま
れ
な
い
も
の
（
パ
タ
ー
ン
二
・
四
）
は
僅
か
三
語
で
あ
る
こ
と

が
、
表
四
よ
り
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
少
な
く
と
も
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か

け
て
の
時
期
に
は
、
熟
語
の
利
用
状
況
に
顕
著
な
偏
り
が
み
ら
れ
る
。
即
ち
、
押
韻
和
句
は
専
門
韻
書
と

の
密
接
な
関
係
を
著
し
く
呈
す
る
一
方
、『
聚
分
韻
略
』
と
の
関
連
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
パ
タ
ー

ン
一
に
お
け
る
和
句
に
利
用
さ
れ
る
四
十
六
語
の
う
ち
、
「
道
芝
」
「
村
蘆
・
む
ら
蘆
」
「
番
峋
」
「
片
岡
・
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か
た
岡
」
「
葛
城
」
「
村
萩
」
の
六
語
は
、
異
な
る
作
品
及
び
連
衆
に
よ
っ
て
、
一
度
な
ら
ず
二
回
も
用
い

ら
れ
て
い
た
こ
と
も
一
層
そ
れ
を
裏
付
け
る
。 

さ
ら
に
、
こ
の
六
語
の
う
ち
の
「
番
峋
」
と
い
う
語
に
特
に
注
目
し
た
い
。
『
和
訓
押
韻
』
で
は
、
「
番

峋
」
は
真
韻
字
「
峋
」
の
熟
語
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
お
り
、
ハ
シ
と
読
み
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
松

平
本
に
「
橋
也 
国
花
」
、
北
岡
本
に
は
「
橋
」
と
注
が
な
さ
れ
て
い
る
。
松
平
本
注
の
通
り
、
「
番
峋
」

は
『
国
花
合
記
集
』
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
実
義
を
持
た
な
い
音
仮
名
書
き
で
あ
る
。「
番
峋
」
は
歌
語
と

し
て
の
使
用
例
が
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
範
囲
内
で
は
一
例
も
存
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
な
る
連

衆
に
よ
っ
て
漢
和
聯
句
の
和
句
に
二
回
も
詠
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、
偶
然
と
は
考
え
が
た
く
、
そ
こ
に

専
門
韻
書
あ
る
い
は
何
ら
か
の
参
考
書
が
介
在
し
た
と
し
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
一
二

。 

さ
ら
に
い
い
加
え
れ
ば
、「
番
峋
」
を
用
い
た
作
品
⑮
と
作

品
⑯
は
、
慶
長
元
和
期
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
深
沢
（
一

九
九
六
）
が
指
摘
し
た
『
和
訓
押
韻
』
推
定
成
立
時
期
の
下
限

で
あ
る
天
正
二
十
年
か
ら
は
二
十
年
以
上
も
経
ち
、『
和
訓
押

韻
』
の
影
響
が
す
で
に
広
く
行
き
渡
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
た

め
、『
和
訓
押
韻
』
に
類
す
る
韻
書
に
基
づ
い
て
「
番
峋
」
が

使
用
さ
れ
た
可
能
性
は
、
十
分
あ
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

総
じ
て
、
以
上
の
調
査
か
ら
判
る
よ
う
に
、
漢
和
聯
句
の
押

韻
和
句
に
用
い
ら
れ
た
押
韻
熟
語
は
、
専
門
韻
書
に
の
み
掲

出
さ
れ
て
い
る
場
合
が
圧
倒
的
に
多
く
、
押
韻
和
句
と
専
門

韻
書
と
の
関
係
が
近
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
一
方
で
、『
聚

分
韻
略
』
と
の
関
連
性
は
見
出
し
が
た
い
。
押
韻
和
句
に
お
け

る
押
韻
熟
語
と
専
門
韻
書
に
掲
出
さ
れ
る
熟
語
と
が
高
い
一

致
度
を
呈
し
た
の
は
、
押
韻
和
句
が
、
専
門
韻
書
を
参
照
し
、

そ
れ
に
影
響
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
可
能
性
が
大
き
い
が
、
専

門
韻
書
に
掲
出
さ
れ
る
熟
語
が
実
作
か
ら
抽
出
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
前
述
し
た
「
番
峋
」
の
利
用

や
、
漢
和
聯
句
作
品
で
の
利
用
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
寒
韻
・

蕭
韻
・
麻
韻
も
、
専
門
韻
書
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
考
え
れ
ば
、
全
体
的
に
は
、
専
門
韻
書
に
お

け
る
掲
出
熟
語
が
実
作
か
ら
抽
出
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
や
は
り
両
者
の
影
響
関
係
の
方
向
は
概
ね
、
専

門
韻
書→

実
作
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
伝
写
や
改
編
の
際
に
、
実
作
を
中

心
に
諸
書
か
ら
韻
字
を
補
充
し
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
だ
ろ
う
。 

続
い
て
押
韻
漢
句
に
つ
い
て
み
る
。
表
四
に
よ
り
、
漢
和
聯
句
に
お
け
る
押
韻
漢
句
と
、
和
漢
聯
句
（
狭

義
）
に
お
け
る
押
韻
漢
句
と
は
、
パ
タ
ー
ン
一
・
二
・
三
に
お
け
る
数
値
の
差
異
が
顕
著
で
な
い
た
め
、

押
韻
熟
語
の
利
用
と
い
う
立
場
に
基
づ
け
ば
、
両
者
は
大
差
な
い
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
以
下
で
は
両
者
を

一
括
し
て
「
押
韻
漢
句
」
と
一
つ
の
集
団
と
み
て
い
く
。 

パ
タ
ー
ン
二
に
お
け
る
漢
句
の
使
用
例
（
十
八
例
）
は
、
パ
タ
ー
ン
一
（
九
例
）
よ
り
多
く
、
押
韻
漢

句
は
、
両
韻
書
の
う
ち
、
『
聚
分
韻
略
』
と
の
関
係
が
比
較
的
近
い
と
は
い
え
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

和
句
と
専
門
韻
書
と
の
間
に
あ
る
よ
う
な
高
い
関
連
性
は
認
め
が
た
い
。
ま
た
、
パ
タ
ー
ン
四
に
つ
い
て

は
、
両
韻
書
に
掲
出
さ
れ
な
い
熟
語
の
使
用
例
数
が
、
前
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
い
ず
れ
よ
り
も
多
い
。

つ
ま
り
、
押
韻
漢
句
は
、
『
聚
分
韻
略
』
と
の
関
係
が
比
較
的
近
い
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
『
聚
分
韻
略
』

パ
タ
ー
ン
四 

パ
タ
ー
ン
三 

パ
タ
ー
ン
二 

パ
タ
ー
ン
一 

 

2 6 1 46 漢和・和句 

21 
2 8 3 漢和・漢句 

1 10 6 和漢・漢句 

4 - - - 和漢両用 

〔
表
四
〕
押
韻
熟
語
の
調
査
結
果 
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と
『
和
訓
押
韻
』
の
両
書
と
は
ど
ち
ら
も
疎
遠
で
あ
る
と
す
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
。 

 

本
項
を
ま
と
め
る
と
、
押
韻
熟
語
の
観
点
か
ら
、
以
下
の
二
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

ホ 
『
和
訓
押
韻
』
は
押
韻
和
句
と
の
関
係
が
極
め
て
近
い
の
に
対
し
、
押
韻
漢
句
と
は
明
確
な
関

連
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

 

ヘ 

今
回
の
調
査
で
は
、
押
韻
漢
句
と
『
聚
分
韻
略
』
と
の
関
連
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

 四 

ま
と
め 

―
 

実
作
調
査
か
ら
み
た
専
門
韻
書
の
利
用
傾
向 

―
 

前
節
で
は
、
作
品
韻
目
、
入
韻
字
及
び
押
韻
熟
語
の
観
点
か
ら
、
専
門
韻
書
は
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）

と
は
関
係
性
が
薄
く
、
漢
和
聯
句
、
特
に
漢
和
聯
句
に
お
け
る
押
韻
和
句
と
の
関
係
性
が
深
い
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
押
韻
熟
語
の
調
査
結
果
に
限
っ
て
い
え
ば
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
と
漢
和
聯
句
に

お
け
る
押
韻
漢
句
は
、
特
に
差
異
が
認
め
ら
れ
ず
、
専
門
韻
書
と
『
聚
分
韻
略
』
と
は
、
ど
ち
ら
も
比
較

的
疎
遠
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
裏
付
け
と
し
て
、
パ
タ
ー
ン
四
の
調
査
結
果
に
注
目

し
た
い
。
パ
タ
ー
ン
四
で
は
、
両
書
に
は
未
掲
出
で
あ
る
が
、
実
作
に
二
回
以
上
利
用
さ
れ
て
い
る
熟
語

を
集
計
し
て
お
り
、
漢
句
に
は
二
十
一
語
が
あ
る
。
そ
の
二
十
一
語
の
う
ち
、
「
枕
欹
」
「
睎
淵
」
「
顚
狂
」

「
有
誰
争
」「
度
劉
」
の
五
語
を
除
き
、
残
り
の
十
六
語
の
利
用
が
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
に
お
け
る
漢
句
と
、

漢
和
聯
句
に
お
け
る
漢
句
の
両
種
類
の
漢
句
に
跨
る
こ
と
か
ら
も
、
両
種
類
の
漢
句
の
親
近
性
が
窺
わ
れ

る
。 以

上
を
踏
ま
え
る
と
、
和
漢
聯
句
作
品
に
お
け
る
押
韻
状
況
を
考
察
す
る
際
に
は
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）

対
漢
和
聯
句
と
い
う
対
立
よ
り
も
、
和
句
対
漢
句

、
、
、
、
、
と
い
う
対
立
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
押
韻
実

態
に
則
し
た
考
察
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
和
漢
の
分
業
化
と
連
動
す
る

現
象
と
考
え
ら
れ
る
一
三

。 

つ
ま
り
、
漢
句
及
び
和
句
が
基
盤
と
す
る
押
韻
字
語
群
は
相
違
し
て
お
り
、
押
韻
和
句
の
詠
出
を
担
う

連
衆
は
、
積
極
的
に
専
門
韻
書
を
参
照
す
る
一
方
で
、
押
韻
漢
句
を
詠
む
連
衆
は
、
専
門
韻
書
の
『
和
訓

押
韻
』
及
び
『
聚
分
韻
略
』
に
掲
出
さ
れ
る
熟
語
を
使
用
す
る
意
欲
は
殆
ど
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
実
態
は
、
和
漢
聯
句
の
歴
史
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
よ
く
首
肯
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。 

和
漢
聯
句
が
発
達
し
た
当
初
は
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
の
み
が
作
ら
れ
、
そ
こ
で
押
韻
す
べ
き
句
は
全

て
漢
句
で
あ
っ
た
た
め
、
従
来
の
漢
詩
づ
く
り
に
資
し
た
資
料
群
が
そ
の
ま
ま
援
用
で
き
た
。
ま
た
、
和

漢
聯
句
（
狭
義
）
が
活
発
に
行
わ
れ
た
時
期
は
、
五
山
文
学
の
盛
行
期
と
重
な
る
た
め
、
漢
句
の
参
考
と

し
て
使
い
う
る
資
料
群
が
非
常
に
豊
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
後
に
、
室
町
後
期
か

ら
漢
和
聯
句
が
流
行
し
始
め
、
和
句
も
押
韻
す
る
必
要
が
生
じ
、
こ
の
全
く
新
し
い
作
法
に
対
応
す
る
た

め
に
生
み
出
さ
れ
た
の
が
『
和
訓
押
韻
』
と
い
っ
た
専
門
韻
書
で
あ
ろ
う
。
専
門
韻
書
を
通
じ
、
韻
字
に

関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
る
の
み
で
な
く
、『
聚
分
韻
略
』
と
い
っ
た
中
国
式
の
韻
書
に
は
存
し
な
い
、
和
歌

に
適
し
た
『
万
葉
集
』
か
ら
の
熟
語
や
『
国
花
合
記
集
』
に
よ
る
音
仮
名
書
き
も
拾
え
る
た
め
、
押
韻
を

不
慣
れ
と
す
る
連
衆
に
と
っ
て
は
、
専
門
韻
書
と
称
さ
れ
る
資
料
群
が
至
便
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
一
四

。 
 

そ
の
一
方
で
、
漢
和
聯
句
が
興
起
し
、
和
句
の
押
韻
も
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
漢
句
に
は
新

し
い
変
化
が
生
じ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
の
創
作
経
験
、
漢
詩
や
聯
句
の
参

考
資
料
群
に
継
続
し
て
依
拠
す
れ
ば
良
い
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
和
句
で
押
韻
す
る
と
い
う
こ
と

に
比
せ
ば
、
漢
句
の
押
韻
は
、
漢
句
を
担
っ
た
日
本
知
識
人
に
と
っ
て
疎
い
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
馴

染
み
深
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
、
押
韻
漢
句
に
お
い
て
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は
、『
和
訓
押
韻
』
と
『
聚
分
韻
略
』
へ
の
依
存
度
が
非
常
に
低
く
、
押
韻
熟
語
の
利
用
が
よ
り
自
由
で
あ

っ
た
点
も
そ
の
証
左
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
パ
タ
ー
ン
四
か
ら
判
る
よ
う
に
、
両
書
に
掲
出
さ
れ
な
い
熟
語

の
二
回
以
上
の
利
用
は
、
特
に
漢
句
に
現
れ
や
す
い
こ
と
も
興
味
深
い
。
そ
れ
は
無
論
、
他
の
何
ら
か
の

資
料
に
よ
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
れ
ば
、
連
衆
の
素
養
に
よ
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
精
査
が

必
要
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
和
漢
聯
句
に
お
け
る
漢
句
創
作
の
源
は
、『
和
訓
押
韻
』
と
『
聚
分
韻

略
』
に
限
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

総
じ
て
、
和
漢
聯
句
の
韻
事
に
お
い
て
は
、
和
句
と
漢
句
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
基
盤
に
よ
っ
て
詠

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
本
稿
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
漢
和
聯
句
の
和
句
は
、『
和
訓
押
韻
』

を
は
じ
め
と
す
る
専
門
韻
書
と
の
関
係
が
と
り
わ
け
深
く
、
対
照
的
に
漢
句
は
『
和
訓
押
韻
』
と
は
そ
れ

ほ
ど
の
親
近
性
を
持
た
な
い
。
漢
句
に
影
響
を
与
え
た
資
料
群
に
は
、『
和
訓
押
韻
』
や
『
聚
分
韻
略
』
以

外
の
資
料
が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
具
体
的
に
如
何
な
る
資
料
群
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な

る
調
査
を
要
す
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

以
上
、
韻
目
・
入
韻
字
・
押
韻
熟
語
に
つ
い
て
、
実
作
を
調
査
し
た
う
え
で
、
主
に
、
専
門
韻
書
が
漢

和
聯
句
の
和
句
に
専
門
的
に
資
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
漢
句
に
は
『
和
訓
押
韻
』
と
『
聚
分
韻
略
』

の
影
響
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
実
作
調
査
で
『
和
訓

押
韻
』
と
実
作
と
の
関
係
を
考
察
し
た
先
行
研
究
の
調
査
方
針
を
再
検
討
し
た
結
果
、
特
に
押
韻
を
め
ぐ

っ
て
実
作
調
査
を
行
う
際
に
は
、
和
漢
聯
句
（
狭
義
）
と
漢
和
聯
句
と
の
相
違
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
和
句
と
漢
句
の
押
韻
実
態
及
び
参
考
資
料
が
異
な
る
こ
と
を
も
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
点
を
指
摘
し
た
。 

な
お
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
、
徐
々
に
専
門
韻
書
に
韻
目
の
増
補
が
行
わ
れ
て
い
く
が
、
三
、
一
で

行
っ
た
現
存
作
品
に
お
け
る
利
用
韻
目
の
調
査
結
果
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
増
補
さ
れ
た
韻
目
は
漢
和
聯

句
の
実
作
に
は
殆
ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
康
（
二
〇
二
六
）
に
お
い
て
、
色
葉
字

平
他
類
韻
書
の
利
用
実
態
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
か
ら
も
類
似
し
た
結
論
を
得
て
お
り
、
平
仄
用
韻
書

も
創
作
実
践
へ
の
直
接
的
影
響
は
特
定
し
難
い
も
の
の
、
現
存
伝
本
だ
け
で
も
約
十
点
に
及
ぶ
も
の
が
確

認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
押
韻
用
の
専
門
韻
書
と
平
仄
用
韻
書
と
、
ど
ち
ら
も
多
様
な
伝
本
が
伝
わ
っ
た
一

方
、
実
作
へ
の
直
接
な
影
響
は
非
常
に
限
定
的
で
あ
っ
た
。
伝
本
が
多
数
現
存
す
る
こ
と
は
、
一
定
の
使

用
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
需
要
が
ど
こ
に
顕
在
化
し
て
い
た
の
か
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
。 

総
じ
て
、
本
稿
に
、
康
（
二
〇
二
六
）
の
考
察
も
合
わ
せ
れ
ば
判
る
よ
う
に
、
漢
句
に
お
け
る
押
韻
・

平
仄
の
誤
用
が
極
め
て
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
の
韻
書
へ
の
参
照
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
、

当
時
の
知
識
層
が
高
度
な
漢
字
知
識
と
詩
学
的
素
養
を
十
分
に
涵
養
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で

あ
り
、
韻
書
が
即
時
的
な
実
用
工
具
書
と
い
う
機
能
の
み
で
な
く
、
教
育
的
・
規
範
的
な
性
格
も
帯
び
て

い
た
可
能
性
を
強
く
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
和
製
韻
書
は
、
実
際
の
韻
文
創
作
実
践
と
の
密
接
な
関
連

を
背
景
に
成
立
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
展
開
に
お
い
て
は
、
実
作
直
結
の
即
時
参
照
資
料
と
い
う
性
格

に
と
ど
ま
ら
ず
、
詩
学
教
育
の
規
範
や
、
漢
字
辞
書
的
機
能
へ
と
拡
張
・
転
位
し
て
い
っ
た
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
を
踏
ま
え
、
本
研
究
の
今
後
の
理
論
的
展
開
の
方
向
性
と
し
て
は
、
①
和
製
韻
書
の
成
立
目
的
が

「
創
作
実
践
の
指
導
」
か
ら
「
学
習
や
教
育
の
規
範
」
へ
と
変
容
し
て
い
く
過
程
の
構
想
と
検
証
、
②
専
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門
韻
書
が
「
専
門
韻
書
」
と
し
て
の
機
能
を
喪
失
し
、「
漢
字
辞
書
」
へ
と
位
置
づ
け
を
拡
張
し
て
い
っ
た

可
能
性
の
検
討
、
③
中
世
日
本
に
お
け
る
漢
字
知
識
の
定
着
過
程
及
び
知
的
営
為
の
構
造
の
解
明―

―

以

上
の
三
点
に
設
定
し
、
今
後
の
調
査
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。 

【
参
考
・
引
用
文
献
】 

朝
倉
尚
（
一
九
六
七
）「
連
句
連
歌
会
の
形
態―

「
実
隆
公
記
」
を
中
心
に―

」
、『
連
歌
と
そ
の
周
辺:

金
子
金
治
郎
博

士
還
暦
記
念
論
文
集
』
、
広
島
中
世
文
芸
研
究
会 

小
川
剛
生
（
二
〇
〇
七
）「
南
北
朝
の
政
治
と
文
化―

二
条
良
基
と
足
利
義
満
の
和
漢
聯
句
」
、
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
特
別
講
義
（
十
一
） 

木
村
晟
（
一
九
九
五
a
）
「
『
和
訓
押
韻
』
の
本
文
系
統
」
、
駒
沢
国
文
（
三
十
二
） 

同
氏
（
一
九
九
五
b
）
「
『
和
訓
押
韻
』
の
本
文
系
統 

資
料
篇
」
、
駒
沢
大
学
文
学
部
研
究
紀
要(

五
十
三)

 

同
氏
（
一
九
九
七
）
『
和
語
略
韻
』
開
題
、
『
古
辞
書
研
究
叢
刊
二
十
四
』
、
大
空
社 

康
凱
欣
（
二
〇
二
五
）
「
和
漢
聯
句
専
門
韻
書
の
展
開
」
、
日
本
語
学
論
集(

二
十
一)

 

同
氏
（
二
〇
二
六
）
「
色
葉
字
平
他
類
韻
書
の
利
用
実
態
及
び
位
置
付
け
」
、
『
字
典
・
詞
典
の
研
究
』
、
勉
誠
社 

辜
玉
茹
（
二
〇
〇
六
）
「
日
本
的
和
漢
漢
和
聯
句
與
韻
書
之
管
窺
」
、
通
識
教
育
学
報
（
十
） 

同
氏
（
二
〇
一
〇
）
「
《
和
訓
押
韻
》(

《
十
一
韻
》
、
《
平
韻
》)
之
研
究
」
、
通
識
教
育
学
報
（
十
五
） 

竹
島
一
希(

二
〇
〇
九)

「
良
基
・
絶
海
・
義
満
等
一
座
和
漢
聯
句
に
つ
い
て
」
、
『
良
基
・
絶
海
・
義
満
等
一
座
和
漢

聯
句
訳
註
』
、
臨
川
書
店 

深
沢
真
二
（
一
九
八
八)

「
聯
句
と
和
漢
聯
句
」
、
国
語
国
文
五
十
七
（
九
）
初
出
、
『
「
和
漢
」
の
世
界 

和
漢
聯

句
の
基
礎
的
研
究
』
（
清
文
堂
、
二
〇
一
〇
）
所
収
の
も
の
を
参
照
し
た 

同
氏
（
一
九
九
六)

「
『
和
訓
押
韻
』
考
」
、
国
語
国
文
六
十
五
（
五
）
初
出
、
同
右 

同
氏
（
二
〇
〇
五
）
「
桃
山
時
代
の
和
漢
聯
句
」
、
二
〇
〇
四
年
度
私
学
福
祉
会
私
学
研
修
員
報
告
書
『
私
学
研

修
』
一
六
五
・
一
六
六
号
初
出
、
同
右 

楊
昆
鵬
（
二
〇
二
三
）
『
詩
歌
交
響―

和
漢
聯
句
の
こ
と
ば
と
連
想
』
、
臨
川
書
店 

 

【
調
査
・
引
用
資
料
】 

『
和
訓
押
韻
』
北
岡
本…

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像
（h

t
t
p
s
:
/
/
d
o
i
.
o
r
g
/
1
0
.
2
0
7
3
0
/
1
0
0
0
9
7
1
1
7

、
二
〇
二

四
年
十
一
月
二
十
七
日
最
終
閲
覧
）
、
松
平
本…

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
画
像

（h
t
t
p
s
:
/
/
d
o
i
.
o
r
g
/
1
0
.
2
0
7
3
0
/
1
0
0
2
2
3
0
6
7

、
二
〇
二
四
年
十
一
月
二
十
七
日
最
終
閲
覧
）
、
『
聚
分
韻
略
』
文

明
十
三
年
版
本…

奥
村
三
雄
『
聚
分
韻
略
の
研
究
』
（
一
九
七
三
年
、
風
間
書
房
）
、
『
漢
和
三
五
韻
』
版
本…

東

京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
、
『
実
隆
公
記
』…

続
群
書
類
従
完
成
会
『
実
隆
公
記
』
（
一
九
五
八
年
〜
一
九
六
三
年
、

太
洋
社
）
、
『
国
花
合
記
集
』…

『
纂
輯
日
本
訳
語
』
「
国
花
合
記
集
」
（
一
九
六
八
年
、
京
都
大
学
国
文
学

会
）
、
『
室
町
前
期
和
漢
聯
句
作
品
集
成
』
京
都
大
学
国
文
学
／
中
国
文
学
研
究
室
編(

二
〇
〇
八)

臨
川
書
店
、

『
室
町
後
期
和
漢
聯
句
作
品
集
成
』
京
都
大
学
国
文
学
／
中
国
文
学
研
究
室
編(

二
〇
一
〇)

臨
川
書
店
、
『
看
聞
日

記
紙
背
和
漢
聯
句
訳
註
』
、
京
都
大
学
国
文
学
／
中
国
文
学
研
究
室
編(

二
〇
一
一)

臨
川
書
店
、
『
慶
長
元
和
和
漢
聯

句
作
品
集
成
』
京
都
大
学
和
漢
聯
句
研
究
会
編(

二
〇
一
八)

臨
川
書
店
、
『
曼
殊
院
蔵
和
漢
聯
句
作
品
集
成
』
京
都

大
学
和
漢
聯
句
研
究
会
編(

二
〇
二
二)

臨
川
書
店 

一 

「
韻
書
」
の
範
疇
に
関
し
て
は
従
来
定
か
で
な
い
部
分
が
多
く
存
在
す
る
が
、
本
稿
に
お
け
る
「
韻
書
」
は
、
主

に
、
押
韻
・
平
仄
の
検
索
需
要
に
供
す
る
こ
と
で
韻
文
創
作
に
関
連
し
、
且
つ
主
要
掲
出
項
目
が
単
字
で
あ
る
も
の

に
限
定
す
る
。
ま
た
、
一
般
的
に
は
、
韻
書
は
漢
詩
文
に
資
す
る
も
の
と
目
さ
れ
る
が
、
室
町
時
代
に
流
行
し
た
漢
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和
聯
句
に
は
、
和
歌
で
の
押
韻
（
句
の
最
後
の
漢
字
で
押
韻
）
も
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
『
和
訓
押
韻
』
と
い
っ

た
和
歌
の
押
韻
に
供
す
る
、
非
常
に
特
異
な
も
の
も
編
纂
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
編
纂
目
的
が
押
韻
に
資
す
る
点
、

検
索
構
造
が
韻
目
引
き
で
あ
る
点
及
び
、
『
聚
分
韻
略
』
を
直
接
に
継
承
し
て
い
る
点
を
鑑
み
、
『
和
訓
押
韻
』
の
よ

う
な
類
の
も
の
も
「
和
製
韻
書
」
と
す
る
。 

二 

『
室
町
前
期
和
漢
聯
句
作
品
集
成
』
【
三
四
】
に
よ
る
。
加
点
や
注
記
等
は
省
略
し
た
。 

三 

『
室
町
後
期
和
漢
聯
句
作
品
集
成
』
【
一
五
】
に
よ
る
。
加
点
や
注
記
等
は
省
略
し
た
。 

四 

作
者
及
び
成
立
時
期
に
つ
い
て
定
説
は
な
い
が
、
深
沢
（
一
九
九
六
）
に
よ
れ
ば
、
明
応
末
頃
か
ら
天
正
二
十
年

ま
で
の
間
に
、
『
和
訓
押
韻
』
あ
る
い
は
そ
の
底
本
た
る
十
一
韻
目
及
び
序
文
を
有
す
る
も
の
が
成
立
し
た
と
い
う
。 

五 

本
書
の
書
名
に
揺
れ
が
あ
り
、
本
稿
で
は
、
木
村
（
一
九
九
七
）
に
よ
り
、
さ
し
あ
た
り
正
徳
三
年
版
本
の
書
名

『
和
語
略
韻
』
に
則
る
。 

六 

『
和
訓
押
韻
』
の
諸
本
に
お
い
て
、
掲
出
字
数
が
最
も
少
な
い
韻
目
の
上
位
三
つ
を
昇
順
で
以
下
に
示
す
。
北
岡

本
で
は
、
麻
韻
の
掲
出
字
数
が
最
少
で
五
十
六
字
、
次
い
で
寒
韻
（
五
十
八
字
）
と
蕭
韻
（
六
十
五
字
）
と
な
る
。

松
平
本
で
は
、
麻
韻
が
最
少
で
五
十
字
、
次
い
で
寒
韻
（
五
十
六
字
）
、
蕭
韻
（
六
十
二
字
）
で
あ
る
。
龍
門
本
で

は
、
寒
韻
（
五
十
八
字
）
、
麻
韻
（
五
十
八
字
）
、
蕭
韻
（
六
十
四
字
）
と
な
る
。
版
本
で
は
寒
韻
（
五
十
七
字
）
、
麻

韻
（
五
十
八
字
）
、
蕭
韻
（
六
十
三
字
）
と
な
る
。
一
方
で
、
諸
本
に
お
い
て
、
一
つ
の
韻
目
に
掲
出
さ
れ
る
韻
字
数

の
平
均
値
は
凡
そ
七
十
六
字
（
松
平
本
）
～
九
十
二
字
（
版
本
）
の
間
で
あ
る
。
な
お
、
以
上
に
示
し
た
掲
出
字
数

に
は
、
入
韻
字
及
び
韻
外
字
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。 

七 

こ
れ
は
、
本
項
が
『
和
訓
押
韻
』
に
設
け
ら
れ
た
入
韻
字
部
門
を
参
照
基
準
と
し
、
実
作
第
二
句
の
韻
字
と
の
対

応
関
係
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
以
上
、
当
該
韻
目
が
同
書
に
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
比
較
の
前
提
自
体

が
成
立
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
即
ち
、
入
韻
字
部
門
を
欠
く
韻
目
を
含
め
た
場
合
、
方
法
論
上
の
一
貫
性
を
保
つ
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
本
調
査
で
は
対
象
外
と
し
た
。 

八 

朝
倉
（
一
九
六
七
）
は
、
「
今
日
不
披
聚
分
韻
」
（
『
実
隆
公
記
』
文
明
十
八
・
十
・
七
）
と
「
不
披
聚
分
韻
」
（
『
実

隆
公
記
』
文
明
十
八
・
十
一
・
七
）
を
も
と
に
、
「
平
素
の
会
に
お
い
て
は
「
聚
分
韻
略
」
を
座
右
に
置
き
、
披
見
し

な
が
ら
和
漢
連
句
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
『
聚
分
韻
略
』
と
和
漢

聯
句
と
の
関
係
が
窺
え
る
。 

九 

表
三
か
ら
は
、
入
韻
字
の
観
点
に
基
づ
け
ば
、
和
漢
聯
句
と
『
漢
和
三
五
韻
』
と
関
係
が
密
接
で
あ
る
よ
う
に
も

見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
漢
和
三
五
韻
』
（
原
本
成
立
年
次
未
詳
）
の
作
者
で
あ
る
宇
都
宮
由
的
の
生
没
年
（
一

六
三
三
～
一
七
〇
七
）
を
考
慮
す
る
と
、
今
回
調
査
し
た
作
品
の
成
立
時
期
と
大
き
く
異
な
る
た
め
、
『
漢
和
三
五

韻
』
は
利
用
し
な
い
こ
と
に
し
た
。 

一
〇 

こ
の
作
品
に
は
、
句
番
の
乱
れ
が
確
認
さ
れ
る
。
調
査
に
際
し
て
は
、
押
韻
字
に
基
づ
き
、
元
の
句
番
を
推
定
し

て
調
査
し
た
が
、
句
番
の
数
字
は
『
作
品
集
成
』
に
則
る
た
め
、
以
下
本
稿
の
記
述
で
は
、
作
品
⑨
に
限
っ
て
、
奇

数
句
番
で
記
さ
れ
る
押
韻
箇
所
が
現
れ
る
。 

一
一 

『
室
町
後
期
和
漢
聯
句
作
品
集
成
』
に
お
い
て
は
、
該
当
箇
所
を
「
な
が
れ
洌
」
と
し
た
が
、
『
聚
分
韻
略
』
に

よ
れ
ば
「
洌
」
は
作
品
韻
で
あ
る
尤
韻
の
韻
字
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
の
出
現
が
不
自
然
で
あ
る
。
一
方
で

「
洌
」
の
字
形
と
極
め
て
近
い
「
洲
」
字
は
尤
韻
字
で
あ
り
、
さ
ら
に
専
門
韻
書
に
は
「
な
が
れ
洲
」
と
の
熟
語
が

掲
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
は
作
品
㉛
の
26
句
目
の
「
な
が
れ
洌
」
を
「
な
が
れ
洲
」
と
し
、
調
査
を
行
っ
た
。 

一
二 

無
論
、
「
番
峋
」
を
用
い
た
連
衆
は
、
原
典
で
あ
る
『
国
花
合
記
集
』
よ
り
直
接
に
引
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
『
国
花
合
記
集
』
に
は
韻
目
情
報
等
は
一
切
な
く
、
「
番
峋
」
を
そ
こ
か
ら
押
韻
箇
所
に
引
用
す
る
場
合
、
「
峋
」

が
真
韻
字
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
知
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
引
用
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
は
「
番
峋
」
を

専
門
韻
書
と
い
っ
た
資
料
か
ら
引
用
し
た
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
影
響
さ
れ
て
使
用
し
た
と
捉
え
た
い
。 

一
三 

本
稿
は
、
押
韻
箇
所
に
限
定
し
て
調
査
を
行
い
、
韻
字
利
用
に
お
け
る
押
韻
和
句
と
押
韻
漢
句
の
差
異
及
び
和
漢

の
分
業
化
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
和
漢
聯
句
作
品
に
お
け
る
全
句
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
和
漢
の
要
素
が
互
い
に
交

渉
す
る
例
も
多
く
拾
え
る
。
楊
（
二
〇
二
三
）
は
、
実
作
例
を
挙
げ
つ
つ
、
和
漢
聯
句
に
お
け
る
漢
的
要
素
と
和
的

要
素
の
融
合
を
詳
し
く
検
討
し
た
。
ま
た
、
氏
は
、
慶
長
十
三
年
一
月
二
十
三
日
漢
和
聯
句
の
84
句
目
「
千
金
帚
只

亨
」
に
お
け
る
「
亨
」
は
、
押
韻
の
要
請
で
原
典
拠
の
「
享
」
を
取
り
替
え
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
、
「
典
拠
の
使

用
と
押
韻
の
兼
ね
合
い
が
容
易
で
な
か
っ
た
」
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
の
指
摘
か
ら
も
、
本
稿
が
対
象
と
し
た
押
韻
箇

所
に
は
、
殆
ど
和
漢
兼
用
の
現
象
は
み
ら
れ
な
い
状
況
の
理
由
が
窺
わ
れ
よ
う
。 

一
四 

康
（
二
〇
二
五
）
に
よ
れ
ば
、
原
本
調
査
に
よ
り
袖
珍
本
『
和
訓
押
韻
』
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
持

ち
運
び
や
す
さ
か
ら
も
、
歌
会
な
ど
の
場
に
お
い
て
、
『
和
訓
押
韻
』
が
至
便
で
あ
っ
た
点
が
裏
付
け
ら
れ
る
。 
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【
附
記
】 

本
稿
は
、
拙
稿
「
和
漢
聯
句
専
門
韻
書
の
利
用
実
態
」
『
国
語
国
文
』
九
十
四
（
四
）
を
、
そ
の
後
の

新
た
な
知
見
に
基
づ
き
、
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
す
。
本
誌
へ
掲
載
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
笹
原
宏
之
先

生
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
和
漢
聯
句
研
究
会
の
大
谷
雅
夫
先
生
及
び
長
谷
川
千
尋

先
生
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
二
〇
一
六
年
よ
り
毎
月
の
研
究
会
に
参
加
す
る
機
会
を
得
、
多
く
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
多
大
な
学
恩
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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